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社団法人 地盤工学会 

技術普及委員会 

平成21年度第5回議事録 
 

日 時 平成21年10月26日(月) 14：00～17：45 会 場 地盤工学会会議室 

委員長 古屋  弘 ○ 幹 事 原   忠 ○ 幹 事 竹山 智英 ○

委 員 前川  太 ○ 委 員 白石 保津 ○ 委 員 石井 建樹 ○

委 員 王   林 ○ 委 員 秦 樹一郎 ○ 委 員 伊藤 和也 ×

委 員 舟橋 景介 ○ 委 員 北田 貴光 ○ 委 員 谷本 俊輔 ×

委 員 栃尾  健 ○ 委 員 今井 優輝 ○ 委 員 水野 健太 ○

事務局 古藤田 純 ○       

○：出席  ×：欠席  △：未定 

 

報告・確認事項 

 

１．議事録担当者 (別添資料1） 

 水野委員が指名された． 

 

２．前回議事録の確認（9/7） (資料21-5-1) 

 事務局担当者の引継ぎはH22年1月に変更． 

 その他，承認された． 

 

３．第4回事業部会報告（議事録）（9/11） (資料21-5-2) 

 古屋委員長より報告された（資料は後日差し替え）． 

 

４．第5回理事会報告（9/28)議題書 (資料21-5-3) 

 古屋委員長より報告された． 

 ・次年度の会長・副会長選挙の細目の変更 

 ・ショッピングカートの改修についての報告 

 ・60周年記念DVDの販売状況の報告 

 ・JIS改正素案の報告 

 

５．H21年度講習会収支報告 (資料21-5-4) 

 ・古藤田事務局員より，以下について報告された．「建設工事における環境保全技術」は収支が赤字，「海外

工事・国際協力」は参加者が13名と低調だったが，収支は黒字． 

 

9,10 月    

会場 収入予算 会員 非会員 学生 後援 予定 参加者 率 

講習会名 
開催日 （円） 

収入実績（円）

A 
支出実績（円） 

B 
実績の収支差（円） 
C=A-B（見込み） 

JGS 会館 10 10 0 0 40 20 50%建設工事における環

境保全技術講習会 9 月 8 日 
385,000

230,000 292,354 -62,354 
JGS 会館 12 4 7 0 42 23 55%第１回地盤の連続体

力学入門講習会 9 月 15 日 
531,000

111,000 122,865 -11,865 
JGS 会館 19 3 1 0 18 23 128%わかって使う FEM 

講習会 9月28～30日 
990,000

1,280,000 626,528 653,472 
JGS 会館 10 2 1 0 - 13 - 海外工事・国際協力

講習会 10 月 20 日 
77,000 

77,000 52,240 24,760 
     

H21 年度 5月～これまでの合計見込み 収入実績(見込み) 収支差の実績（見込み）

資料 21‐6‐1
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8,040,000 4,057,465 

 

 

６．事業部一般会計収支報告  (資料21-5-5)  

 ・古藤田事務局員より報告された． 

 ・次回報告からは一般会計にJSTの収支が計上される． 

 

７．H21年度開催講習会アンケート結果 (資料21-5-6) 

 ・「わかって使うFEM」は，内容やゲスト講師を招聘するなど工夫したかいあって，アンケートの「有用性」は好

感触の結果となっている． 

 ・オンデマンド講習会は，社内講習会への利用に期待する声がある．利用は基本的にOKだが,CPDは購入

した人数分しか付与されない．物理的に会場に足を運べない人に対して需要がある． 

 ・テキストを購入させられたが，実際はテキストが不要だったという意見がある．他の講習会でも同様の意見が

出ることが予想されるため，次年度以降はテキストの扱いにも注意する必要がある． 

 

8. その他  

 ・業種別参加者の推移について，古藤田事務局員より報告された． 

 ・H21年度はゼネコンが低調，コンサルが堅調．H19年の実績に見られるように，潜在的には官公庁の参加に

期待できる． 

 

 

 

 

審議事項 

 

１.平成21年度技術講習会進捗  (資料21-5-7)  

  (別添資料2～*) 

 

 ・講習会の進捗状況について確認した． 

 ・設計用土質定数（岩盤編）の開催が危ぶまれる 

 ・古屋委員長より動議が出された．官公庁向けの講習会としてH21年度3月に「2007年会長特別委員会」の
講習会を開催したい．→了承された． 

 

２.平成22年度技術講習会テーマ案 (資料21-5-8) 

 ・H22年度開催講習会について講習会の確定，クラス分け，予定開催日，コース設定，IT・OD候補，担当者

決めを行った．  →平成22年度 講習会等開催計画（39講習会）を参照． 

 ・2007年会長特別委員会講習会に連動する講習会として，下記2講習会を企画した． 

  ・河川構造物等の災害事例と防災・減災技術講習会 

  ・基礎・地中構造物の災害事例と防災・減災技術講習会 

 
 

３.その他（事業部会への報告・審議事項） 

審議：平成２１年度講習会進捗、平成２２年度講習会新テーマ案 

   

  

次回委員会開催日  平成21年12月22日（火）14：00～17：00 於）大林組本社 

 


